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近年,中国では生徒の学校嫌いやいじめなどの学校適応問題,生徒のうつ病の発症率は最も高

いという精神健康の問題について注目が集まっている。不適応を低減することが課題となっ

ている。中国では,汤・王(2024)は生徒が教師に感じている支持的な感情が強いほど,その学校

適応水準も高くなること。高ら(2024)は,高校生の身体活動と学校適応に焦点を当てており,身
体活動水準は学校適応に正の関係がみられる。刘ら(2023)の研究では,家庭親密度と適応性は

直接に学校適応と正の相関にあり,自己概念は家庭親密度と学校適応にも正の相関があるとし

ている。以上のように,学校適応が中国では主に①教師に対する感情,②身体活動と③家族要因

について研究されてきた。中国以外では学校適応感に影響する要因は対人関係(友人関係,教師

との関係,家族関係),学力,個人内要因(家族や個人差)という 3 つの要因にまとめられる(大対

ら,2007,Wentzel & Caldwell,2004)。しかし,朱ら(2023)は,現在中国の多くの政策は青少年の

心身の健康の全体的な発展を図っているが,体育活動は詰め込み教育まで止まり,生徒の心理的

な健康を阻害している。そこで,学校風土は学校が長期的な教育実践の中で形成された価値観

や行動規範など,これらの要素は学校全体の精神的な風土を表している（徐ら,2022）。Roach
& Kratochwill (2004)によれば,学校の雰囲気と学校風土は生徒の成績や教師の満足感などと

関連することがあると述べた。以上より,学校適応感に影響する要因は基本的に,①友人関係,②
教師との関係,③学力,④身体活動,⑤家族,⑥個人内要因などによって説明されてきたと整理で

きる。しかし,大久保(2005)の研究では,学校の種別によって学校適応感に最も影響を与える要

因が変わることを報告しており,さらに,要因間の影響が相反する結果もあったが,その要因は不

明としている。また,中国には「普通科高校」と「中等職業高校」の 2種類の種別の高校があ

り,それぞれ風土も異なると考えられる。以上より,本研究は次の仮説を立て,検証する。①中国

において学校の種別によって風土が異なるであろう。②風土の違いによって,学校適応感に影

響する要因が異なるであろう。

2024年 6月～9月に中国河北省の普通科高校と中等職業高校の高校生にオンライン調査を

実施した。使用した尺度は「学校への適応感尺度（2005,大久保）」,「生徒の教師に対する信

頼感尺度（2008,中井・庄司）」,「友人関係尺度（1995,岡田）」,「感知学校氛围量表（郑

ら,2015）」と学力であった。使用する尺度のうち中国語に翻訳し,性差を確認した上で,次に

分析を行う。

分析 1,学校種別(普通科高校と中等職業高校)に学校風土の違いについて検討を行った結果,
学校種別が異なると学校内の教師が生徒へのサポート,生徒同士でのサポート,学校内の荒れ雰

囲気が異なることが示された。分析 2,学校風土が学校適応感にどのような影響を及ぼすかに

ついて検討を行った結果,学校風土は学校適応感を高める効果があり,生徒間の関係や教師との

関係といった対人関係が両種類の学校において有効性がみられ,荒れが低くなると学校風土が

よくなり,学校適応感を高めることができると分かった。分析 3,学校種別により,両学校の対人

関係と学校適応感の関係について検討を行った結果,学校種別によって学校の風土が異なり,学
校風土が学校適応感に正の影響を与えることが示された。また,学校種別により対人関係が学

校適応感に与える影響が異なることが示された。

本研究では仮説として中国の「普通科高校」と「中等職業高校」の学校風土の違いによっ

て,学校適応感に影響する要因が異なると考え,検討を行った。その結果,両学校の学校風土が異

なり,仮説の①が支持された。次に,学校風土は学校適応感に影響して,学校種類別によって与え

る影響が異なり,仮説②が支持された。

本研究の結果に基づくと,学校風土は学校種別に異なり,学校風土は学校適応感に影響を及ぼ

すと考えられる。普通科高校と中等職業高校の間に学校適応感を影響サポートや荒れ等,質的

に異なることも示された。今後の学校適応感に関する研究を行う際に,学校風土を要因の 1つ

として,考慮する必要があり,学校種別により介入の重点が異なることも示された。さらに,臨床

的な介入,予防などに関しては,学校種別により介入の中心が異なり,その学校風土に合わせた対

人関係に介入を行うことが効果的である可能性がある。これまでの学校適応感に関する研究

は個人の内在的な要因に着目していた。つまり,学校不適応になった生徒は学力,対人関係など

に問題が生じており,それらについての能力を高めることに目を向けていた。今後の学校適応

感の研究において新たな潜在因子（学校風土,学校種別）が発見された可能性がある。
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